
青山学院の歩み［25］

　別所梅之助は1871年東京に生まれ、東京

英和学校に学び、1892年にメソジスト教会

の牧師となりました。1897年には山路愛山

の後を受け、メソジスト三派の機関誌「護教」

の主筆となり、青山学院・青山女学院で国文

学を講じました。神学のほかに、国語・漢文・

英語を身につけ、国文、国史、民俗学から動植

物学に至るまで、広範の学術にわたって博識を

もって聞こえるに至りました。特に別所が著した

『聖書動物考』、『聖書植物考』は稀覯本として尊重

されています。別所はまた優れた詩人で、歌集や随想を多く

残しています。1903年版『さんびか』、1931年版『讃美歌』等の編纂、1917年

改訳『新約聖書』の翻訳等にも参画し、その業績は高く評価されています。『讃美

歌』（日本基督教団讃美歌委員会編、1954年初版発行）の155番、278番、301番は

別所の作詞です。

べっ   しょ　　う め  の  す け

別  所  梅之助

今年度の主題聖句

私たちは、見えるものではなく、見えないものに目を注ぎます。
　 見えるものは一時的であり、見えないものは永遠に存続するからです。

（コリントの信徒への手紙  二  第4章18節）
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　１１月１６日は、学院創立１4９周年記念日です。学院のルーツをたどると、１８７４（明治７）年
に東京・麻布の本村町に開設されたスクーンメーカーの女子小学校に行きつきます。ドーラ・
E・スクーンメーカー（１８５１～１９３４）は、２３歳の若さで米国のメソジスト監督教会から
初めて日本に派遣された女性宣教師でした。彼女は米国で小・中学校の教師をした経験を
生かし、小学校、しかも女子教育からその働きを開始しました。
　しかし当時の封建的な日本社会は女子教育を行うまで発展しておらず、教具もままなら
ないまま、１０畳たらずの部屋に男子を含めて数人での授業でした。やがてそれが、「救世
学校」「海岸女学校」と発展し、別に発展してきた「美會神学校」「耕教学舎（東京英学校）」
と合流して青山の地で「青山学院」となり、現在に至っています。その間の多くの先達の
信仰的な祈りと努力が、今もキリスト教信仰にもとづいた学問教育の伝統となって青山
学院に脈々と流れています。

青山学院創立記念日

　日　時　１２月１日（金）１６時４０分～（５時限目は１７時２０分から）5時限目の授業を短縮して行います｡
　場　所　青山キャンパス　ガウチャー記念礼拝堂前
　　　　　相模原キャンパス　ウェスレー･チャペル前
　イエス・キリストの降誕を待望する「待降節」を期して、各キャンパスのクリスマス・ツリーに灯をともします｡

青山学院クリスマス・ツリー点火祭　～降誕を待ち望む礼拝～

　青山キャンパス
　　１１月１３日（月） 聖歌隊
　　　曲  名　罪に苦しむ叫びを聞いた（Here I am, Lord）
　　　作詞・作曲　D. L.シュティ

　　１１月１４日（火） 夕礼拝  ハンドベル・クワイア
　　　曲  名　シェーカーの旋律（Lord of the Dance） 讃美歌 21-290
　　　編  曲　Kevin McChezney

礼拝奉唱・奉鐘の紹介

　日　時　１２月２日（土）  １４時００分～
　場　所　相模原キャンパス　ウェスレー･チャペル
　指　揮　大井　哲也　　管弦楽　Händel Chamber Orchestra
　合　唱　青山学院オラトリオ・ソサエティ OBOG会合唱団
　入場無料

メサイア演奏会  ～チャリティ・コンサート～



今週の聖句
解説：自分の言動を面と向かって批判された時、自分の正当化に終始していては至らぬ所に気が付き、修正することはできません。「懲らしめに従う人は思慮を得る」（箴言
15：32）を参考にすれば、自分への批判を「ごもっとも」と受け止め、懲らしめをも甘んじて受ける人こそ、正しく生きる心得を身に着け、自分を大切に生きることができるのです。
聞く耳を持ち英知を守る人には、その歩みの中で、神の恵みと幸いとを見いだす時が待っています。

「思慮を得る人は自分の魂を愛し　英知を守る人は恵みを見いだす。」（箴言  第19章8節）

青山キャンパス／ガウチャー記念礼拝堂 夕礼拝／短大礼拝堂
（月～金・10時30分～11時）

相模原キャンパス／ウェスレー・チャペル
（月～金・10時30分～11時） （火・18時30分～19時）

奨励　David Reedy
　（学院宣教師・理工学部教授）

英語による礼拝

司式　左近　　豊
説教　網中　彰子
　　　（日本基督教団総幹事）

創立記念礼拝
司式　藤原　淳賀
説教　嶋田　順好
　　　 （三田教会牧師）

創立記念礼拝

11月13日（月）11月13日（月） 11月14日（火） 11月15日（水）
夕礼拝

11月16日（木） 11月17日（金）11月16日（木）

11月14日（火） 11月14日（火）

11月15日（水） 11月17日（金）

前　奏
招　詞
讃美歌
聖　書

説　教
祈　祷
頌　栄
祝　祷
後　奏

 奏楽　鷺　　晶子

（灰色） 452（1,2節）
マルコ 4：35～41
　　　　  （新67頁）

「向こう岸へ渡ろう」

（灰色） 26

説教　吉岡　康子
　　　 （大学宗教主任）

説教　髙砂　民宣
　　　 （大学宗教主任）

前　奏
招　詞
讃美歌
聖　書

説　教

祈　祷
頌　栄
祝　祷
後　奏

 奏楽　身﨑真理子

（灰色） 171
マタイ 5：43～45
ルカ 15：22
　（新8頁、新137頁）
「天の父の思いを
　　　　　知る時に」

（灰色） 24

前　奏
招　詞
讃美歌
聖　書

説　教
祈　祷
頌　栄
祝　祷
後　奏

 奏楽　松浦　光子
 　　
（茶色） 453
Ⅱコリント 4：16～18
　　　　（新323頁）

「永遠の栄光」

（茶色） 539

 奏楽　越川伊豆美

（茶色） 301
ルツ 1：1～7
　　　　（旧405頁）
「生きづらい時代に
　　　信頼が繋ぐ命」

（茶色） 542

司会　総2 田辺 洸成
説教　大石　周平
（府中中河原教会
  日本キリスト教会多摩地域教会牧師）

前　奏
招　詞
讃美歌
聖　書

説　教

祈　祷
頌　栄
祝　祷
後　奏

 奏楽　文1 熊谷日菜子
 　　　国2 帖地 美咲
 　　　坂戸　真美　
（茶色） 444
ガラテヤ 3：28
　　　　（新340頁）
「主イエスにあって
　　　　　　  一つ」

（茶色） 543

前　奏

招　詞
讃美歌
聖　書

説　教

祈　祷
頌　栄
祝　祷
後　奏

前　奏
招　詞
讃美歌
聖　書

説　教

祈　祷
頌　栄
祝　祷
後　奏

 奏楽　坂戸　真美

（灰色） 402（1,2節）
ヘブライ 11：13～16
　　　　（新405頁）
「ロバート・マクレイ宣教師
　　　　　の信仰と生涯」

（灰色） 28

前　奏
招　詞
讃美歌
聖　書

奉　唱
説　教

祈　祷
頌　栄
祝　祷
後　奏

 奏楽　坂戸　真美

（灰色） 403
ヨハネ 20：19～23
　　　　（新205頁）
聖歌隊
「私もあなたがたを
　　　　　  遣わす」

（灰色） 25

説教　伊藤　　悟
（学院宗教部長・大学宗教主任）

コンテンポラリー礼拝 司式　吉岡　康子
説教　小宮山　剛
　　　 （逗子教会牧師）

前　奏
招　詞
讃美歌
聖　書

説　教
祈　祷
頌　栄
祝　祷
後　奏

 奏楽　徳田　佑子

（茶色） 494（1,2節）
使徒言行録
　　7：54～60
　　　　（新223頁）
「この道はどこに？」

（茶色） 544

司会　David Reedy
説教　小野　慈美
　　 （捜真バプテスト教会牧師）

前　奏
招　詞
讃美歌
聖　書

説　教

祈　祷
頌　栄
祝　祷
後　奏

 奏楽　堀井美和子

（灰色） 563
Ⅰヨハネ 3：1a
フィリピ 1：9,10a
（新431頁、新353頁）
「神の『推し』は
　　　 あなたです。」

（灰色） 29

前　奏
招　詞
讃美歌
聖　書
奨　励

祈　祷
頌　栄

黙　祷
後　奏

 奏楽　堀井美和子

How Great Thou Art
Romans 8:35～39
"A Message 
　　for Students"

Praise God, from Whom 
　　　 All Blessings Flow

聖書（旧）：旧約聖書
聖書（新）：新約聖書　
讃美歌（灰色）:讃美歌21
讃美歌（茶色）：讃美歌・讃美歌第二編

聖　書

奉　鐘

メッセージ

　　　　ワーシップ・ディレクター

Ⅰテサロニケ 5：1～11
　　　   （新370頁）

ハンドベル・クワイア

「不確実な世界で
　  準備万端に生きる秘訣」

      シュー土戸 ポール
（学院副院長・大学宗教主任）

　　　　塩谷　達也

司会　経3 大橋 結実
説教　七條　真明
　　　 （高井戸教会牧師）
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